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特
別
大
会
の
目
的

去
る
令
和
３
年
５
月
22
日
（
土
）

～
23
日
（
日
）
の
日
程
で
、
山
形
県

東
根
市
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
地

域
活
性
学
会
東
日
本
大
震
災
後
10
年

特
別
大
会
が
行
わ
れ
た
。
大
会
と
し

て
は
過
去
最
大
と
な
る
６
０
８
名
の

参
加
を
得
て
、
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
６
つ

の
企
画
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
15
の
一
般
研

究
発
表
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

大
会
の
テ
ー
マ
は
「
災
害
か
ら
の

レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
社
会
」。
東
日
本

大
震
災
な
ど
地
域
に
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
す
事
態
、
こ
れ
ら
に
負
け
な

い
地
域
の
未
来
を
考
え
よ
う
と
い
う

の
で
あ
る
。「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

（resilience

）」
と
は
、
外
的
な
衝

撃
に
折
れ
る
こ
と
な
く
立
ち
直
る

「
し
な
や
か
な
強
さ
」
を
い
う
。
も

と
も
と
は
、「
反
発
性
」「
弾
力
性
」

を
示
す
物
理
用
語
で
あ
り
、
心
理
学

の
分
野
で
は
社
会
的
不
利
な
状
況
に

お
い
て
で
さ
え
自
身
の
ラ
イ
フ
タ
ス

ク
を
対
応
さ
せ
る
人
の
能
力
を
指

す
。
地
域
の
未
来
に
お
け
る
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
と
は
何
か
を
多
面
的
に
考
え

る
こ
と
が
大
会
の
目
的
で
あ
る
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ト
社
会
と
金
融

大
会
テ
ー
マ
の
「
地
域
に
お
け
る

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
と
「
金
融
」
と
は

ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
。
金

融
機
関
に
は
政
策
的
に
災
害
等
に
対

す
る
緊
急
の
資
金
供
与
が
円
滑
に
な

さ
れ
る
よ
う
要
請
さ
れ
、
積
極
的
に

顧
客
の
資
金
等
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
活

動
が
開
始
さ
れ
る
。
そ
の
活
動
は
、

あ
た
か
も
生
体
の
免
疫
機
能
の
よ
う

に
地
域
社
会
に
作
用
し
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
緊
急
資
金
提

供
機
能
は
、
社
会
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

に
果
た
す
金
融
機
関
の
基
本
的
機
能

で
あ
る
。

し
か
し
、
近
年
の
金
融
機
関
に
対

す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
は
こ
れ
だ
け
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
ま
た
、
金
融
機
関

側
も
地
域
や
金
融
を
巡
る
大
き
な
環

境
変
化
に
対
応
し
て
、組
織
的
に
も
、

個
人
レ
ベ
ル
で
も
、
そ
の
活
動
範
囲

を
広
げ
つ
つ
あ
る
。

そ
こ
で
今
大
会
で
は
、
緊
急
資
金

提
供
機
能
以
外
の
「
金
融
機
関
の
今

後
の
可
能
性
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当

て
る
こ
と
と
し
た
。
全
国
的
な
地
域

経
済
活
動
全
体
レ
ベ
ル
、
特
定
地
域

で
の
特
定
活
動
レ
ベ
ル
、
そ
し
て
全

国
に
広
が
り
現
在
な
お
拡
大
中
の
個

人
レ
ベ
ル
で
の
活
動
を
個
別
に
取
り

上
げ
、３
つ
の
連
続
す
る「
金
融
セ
ッ

シ
ョ
ン
」
と
し
て
議
論
す
る
こ
と
し

た
。

３
つ
の
金
融
セ
ッ
シ
ョ
ン

１
　
ち
い
き
ん
会
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
ち
い
き
ん
会
」
は
、
公
務
員
、

金
融
機
関
や
支
援
機
関
等
の
有
志
の

交
流
の
場
と
し
て
活
動
し
て
い
る
会

員
約
２
０
０
０
名
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
あ
る
。
地
域
活
性
化
に
熱
い
気
持

ち
を
も
っ
た
有
志
・
担
当
者
が
特
定

の
課
題
解
決
に
向
け
て
議
論
す
る

「
ダ
イ
ア
ロ
グ
」
は
全
国
約
20
ヵ
所

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。「
ダ
イ
ア
ロ

グ
」
は
、
地
域
の
課
題
を
整
理
し
、

課
題
解
決
に
必
要
な
ス
キ
ー
ム
の
提

案
を
目
指
し
て
集
ま
っ
た
有
志
の
実

践
型
ク
ラ
ブ
活
動
と
い
え
る
。

国
レ
ベ
ル
でSociety

5.0
が
注
目

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
21
世
紀
は
個

山
形
大
学
大
学
院

山
形
大
学
大
学
院  

教
授
（
地
域
活
性
学
会
副
会
長
・
大
会
実
行
委
員
長
）

教
授
（
地
域
活
性
学
会
副
会
長
・
大
会
実
行
委
員
長
）　　

小
野
小
野  

浩
幸
浩
幸

こ
れ
か
ら
の
地
域
金
融
を
考
え
る

こ
れ
か
ら
の
地
域
金
融
を
考
え
る  

地
域
活
性
学
会

地
域
活
性
学
会

東
日
本
大
震
災
後

東
日
本
大
震
災
後
1010
年
特
別
大
会
（
東
根
大
会
）
よ
り

年
特
別
大
会
（
東
根
大
会
）
よ
り

①　
東
根
特
別
大
会
の
全
体
概
観
と
金
融
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

①　
東
根
特
別
大
会
の
全
体
概
観
と
金
融
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
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は
じ
め
に

こ
の
度
、
地
域
活
性
学
会
よ
り
、

公
務
員
や
金
融
機
関
、
支
援
機
関
の

有
志
同
志
が
交
流
・
対
話
す
る
場
で

あ
る
「
ち
い
き
ん
会
」
の
発
表
の
場

を
い
た
だ
い
た
。
今
般
、本
会
で
は
、

産
学
官
金
言
の
有
志
が
特
定
の
地
域

課
題
を
議
論
す
る
「
ダ
イ
ア
ロ
グ
」

を
公
開
で
の
実
践
を
通
じ
て
、
さ
ら

に
学
会
や
大
学
機
関
と
の
連
携
を
図

り
た
い
と
企
画
し
た
。

「
ち
い
き
ん
会
」
は
、
公
務
員
や

金
融
機
関
、
大
学
機
関
の
有
志
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
り
、
年
に
数
回
、

数
百
人
規
模
で
地
域
活
性
化
に
熱
意

あ
る
有
志
の
交
流
の
場
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、「
ち
い
き

ん
会
」
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

は
、
約
２
２
０
０
名
が
参
加
し
て
お

り
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
紹
介
や
意
見

交
換
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や
情
報
共
有
が
日

常
的
に
行
わ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
が
さ
れ
て
い
る
。

「
ち
い
き
ん
会
」
は
、
全
国
で
同

じ
悩
み
・
課
題
を
抱
え
る
者
、
解
決

策
や
知
見
を
も
つ
者
、
連
携
し
て
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
そ
う
と
す
る

者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
や
マ
ッ
チ

ン
グ
を
支
援
す
る
場
で
あ
り
、
そ
の

開
催
模
様
に
つ
い
て
は
た
び
た
び
大

き
く
報
道
さ
れ
て
い
る
。
開
催
模
様

が
報
道
さ
れ
る
「
ち
い
き
ん
会
」
と

は
対
照
的
に
こ
の
度
、
本
学
会
で
開

催
し
た
「
ダ
イ
ア
ロ
グ
」
は
、
非
公

開
の
場
で
深
く
議
論
さ
れ
て
い
る
。

特
定
の
地
域
が
抱
え
る
地
域
課
題
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
中
央
や
そ
の
地
域

の
産
学
官
金
言
（
民
間
事
業
者
、
大

学
、
公
務
員
、
金
融
機
関
、
報
道
機

関
）
が
肩
書
を
外
し
、議
論
を
深
め
、

地
域
に
必
要
な
情
報
や
ス
キ
ー
ム
と

は
何
か
な
ど
、
部
活
動
の
よ
う
に
定

期
的
に
議
論
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
経
験
に
お
い
て
、
ダ
イ
ア
ロ
グ
で

創
発
的
な
対
話
が
な
さ
れ
る
に
は
、

心
理
的
に
安
全
な
場
と
な
る
よ
う
な

環
境
整
備
が
最
も
重
要
だ
。
そ
の
た

め
に
は
、
参
加
者
が
相
互
に
信
頼
し

合
え
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
個

人
間
の
信
頼
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、

ま
ず
は
個
人
間
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
ツ
ー

ル
で
つ
な
が
り
、
気
軽
に
情
報
共
有

が
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
い
る
。

「
ち
い
き
ん
会
」
が
関
与
す

る
ダ
イ
ア
ロ
グ
活
動

各
地
域
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
ダ

イ
ア
ロ
グ
」
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
か
。
各
ダ
イ
ア
ロ
グ
は
、

地
域
の
方
々
の
相
談
を
端
緒
と
し
、

産
学
官
金
言
な
ど
異
な
る
立
場
の
参

加
者
が
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
心
理

的
安
全
性
を
確
保
し
た
う
え
で
、
特

定
の
地
域
課
題
に
つ
い
て
定
期
的
に

議
論
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。

一
方
、
ダ
イ
ア
ロ
グ
が
掲
げ
る
目

的
・
テ
ー
マ
や
参
加
メ
ン
バ
ー
、
運

営
体
制
、
進
捗
状
況
な
ど
は
、
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
て
様
々
だ
。

例
え
ば
、
ダ
イ
ア
ロ
グ
の
旗
振
り

ち
い
き
ん
会

ち
い
き
ん
会  

主
宰
主
宰　　

菅
野
菅
野  

大
志
大
志

②
　
地
域
活
性
学
会
東
根
特
別
大
会
金
融
セ
ッ
シ
ョ
ン

②
　
地
域
活
性
学
会
東
根
特
別
大
会
金
融
セ
ッ
シ
ョ
ン

ち
い
き
ん
会
の
紹
介
と
発
表
報
告

ち
い
き
ん
会
の
紹
介
と
発
表
報
告
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●
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー

小
野 

浩
幸

（
山
形
大
学 

教
授
）

髙
城 　
傑

（
鶴
岡
信
用
金
庫 

専
務
理
事
）

加
藤 

博
良

（
米
沢
信
用
金
庫 

執
行
役
員 

融
資
部
長
）

上
重 

達
夫

（
東
京
大
学
大
学
院
、
日
本
銀
行
）

●
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

山
口 

省
藏

（
金
融
経
営
研
究
所 

代
表
取
締
役 

所

長
）

は
じ
め
に

本
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
地
域
活
性
学

会
金
融
部
会
（
部
会
長
小
野
浩
幸
山

形
大
学
教
授
）
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ

た
。「
産
学
金
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
」
と
は
、
山
形
大
学
と
金
融
機
関

が
連
携
し
て
実
施
す
る
企
業
支
援
研

修
を
受
講
し
、
資
格
を
得
た
金
融
機

関
職
員
を
指
し
て
い
る
。
本
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
こ
の
産
学
金
連
携

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
が
企
業
支
援
に
ど

う
い
っ
た
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か

等
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。

山
口
　
橋
本
卓
典
著
『
捨
て
ら
れ
る

銀
行
４
』
で
は
、「
不
思
議
な
ん
で

す
よ
。『
も
の
づ
く
り
補
助
金
』
の

採
択
状
況
な
ん
で
す
が
、
山
形
県
だ

け
が
特
殊
な
ん
で
す
。
地
元
金
融
機

関
が
認
定
支
援
機
関
を
担
っ
て
い
る

件
数
が
突
出
し
て
多
い
ん
で
す
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
象

の
背
景
に
産
学
金
連
携
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
私
は
、
産
学
金
連
携
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
研
修
に
お
い
て
、
信
用

金
庫
職
員
が
数
人
１
組
に
な
っ
て
企

業
の
経
営
改
善
の
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る

様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。
金
融
に
絡

む
プ
レ
ゼ
ン
は
１
つ
も
な
く
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
改
善
や
新
し
い
商
品

開
発
の
提
案
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。「
金
融
マ
ン
は
、
数
日
の
研
修

で
こ
こ
ま
で
深
い
提
案
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
か
」と
感
動
し
ま
し
た
。

「
せ
っ
か
く
の
山
形
県
で
の
大
会
な

の
で
、
こ
の
産
学
金
連
携
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
を
取
り
上
げ
た
い
」と
思
い
、

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

本
日
は
、
小
野
先
生
か
ら
産
学
金

連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
概
要
、
上

重
さ
ん
か
ら
他
地
域
の
産
学
金
連
携

と
の
比
較
、
髙
城
さ
ん
と
加
藤
さ
ん

か
ら
金
融
機
関
か
ら
み
た
産
学
金
連

携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
効
果
等
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

産
学
金
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
の
概
要

小
野
　
山
形
県
で
は
「
産
学
金
連
携

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
と
い
う
ゆ
る
や

か
な
連
携
体
に
県
内
12
の
地
域
金
融

機
関
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
今
年
で

15
年
目
に
な
り
ま
す
。
最
近
で
は
、

小
野
小
野  

浩
幸
、
髙
城
　
傑
、
加
藤

浩
幸
、
髙
城
　
傑
、
加
藤  

博
良
、
上
重

博
良
、
上
重  

達
夫
、
山
口

達
夫
、
山
口  

省
藏
省
藏

③　
地
域
活
性
学
会
東
根
特
別
大
会
金
融
セ
ッ
シ
ョ
ン　

③　
地
域
活
性
学
会
東
根
特
別
大
会
金
融
セ
ッ
シ
ョ
ン　

山
形
発
地
域
金
融
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
！　

山
形
発
地
域
金
融
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
！　

「
産
学
金
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
秘
密
」

「
産
学
金
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
秘
密
」
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●
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー

三
浦 

新
一
郎

（
山
形
銀
行 

代
表
取
締
役
専
務
）

中
村 

和
哉

（
北
國
銀
行 

代
表
取
締
役
常
務
執
行

役
員
）

●
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

小
林 

剛
也

（
山
形
県 

み
ら
い
企
画
創
造
部
長
）

橋
本 

卓
典

（
共
同
通
信
社
）

山
口 

省
藏

（
金
融
経
営
研
究
所 

代
表
取
締
役 

所

長
）

●
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

日
下 

智
晴

（
金
融
庁 

地
域
金
融
生
産
性
向
上

支
援
室
長 

兼 

地
域
金
融
企
画
室
長
）

は
じ
め
に

本
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
レ
ジ
リ
エ
ン

ト
な
地
域
を
創
る
た
め
の
「
地
域
経

済
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
い
る
。
地
域
金
融
は
ど
の
よ
う
に

変
革
さ
れ
、
地
域
経
済
エ
コ
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
す
る

の
か
。
地
銀
２
行
の
実
践
事
例
を
踏

ま
え
、
行
政
の
視
点
や
目
指
す
べ
き

未
来
の
姿
を
含
め
、
多
面
的
な
議
論

が
行
わ
れ
た
。

地
域
経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
は

日
下
　
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
こ

の
と
こ
ろ
金
融
庁
が
強
い
関
心
を
寄

せ
て
い
る
地
域
経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム

を
取
り
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ

は
、
株
式
会
社
の
銀
行
と
協
同
組
織

の
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
と
を
区
別

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

本
来
、
両
者
に
求
め
ら
れ
る
機
能
は

違
い
ま
す
。
信
用
金
庫
・
信
用
組
合

に
は
、
地
域
で
長
く
持
続
す
る
こ
と

を
目
指
す
企
業
に
寄
り
添
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
他
方
、銀
行
に
は
、

地
域
全
体
を
成
長
さ
せ
る
よ
う
な
企

業
を
支
援
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
実
情
に
よ
っ
て

必
要
な
機
能
が
異
な
り
ま
す
。
地
域

全
体
に
必
要
な
機
能
が
揃
っ
て
い
る

状
態
を
「
地
域
経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム

が
成
り
立
っ
て
い
る
」
と
考
え
た
場

合
、「
地
域
経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」

の
実
現
に
向
け
て
、
何
が
必
要
か
を

議
論
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
形
銀
行
の
取
組
み

三
浦
　
私
か
ら
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｐ
（M

an
ufacturing technology im

prove
m

ent Support Program

も
の
づ

く
り
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
と
長
期

経
営
計
画
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

〈
Ｍ
Ｓ
Ｐ
〉

Ｍ
Ｓ
Ｐ
の
目
的
は
、
中
長
期
的
な

県
内
産
業
競
争
力
の
向
上
の
た
め

に
、
個
々
の
企
業
の
技
術
力
向
上
を

支
援
す
る
こ
と
で
す
。
山
形
県
の
付

加
価
値
額
全
体
に
占
め
る
製
造
業
の

比
率
（
26
％
）
は
、
東
北
地
域
で
最

も
高
い
で
す
。
県
内
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

三
浦
三
浦  

新
一
郎
、
中
村

新
一
郎
、
中
村  

和
哉
、
小
林

和
哉
、
小
林  

剛
也
、
橋
本

剛
也
、
橋
本  

卓
典
、
山
口

卓
典
、
山
口  

省
藏
、
日
下

省
藏
、
日
下  

智
晴
智
晴

④
　
地
域
活
性
学
会
東
根
特
別
大
会
金
融
セ
ッ
シ
ョ
ン
　

④
　
地
域
活
性
学
会
東
根
特
別
大
会
金
融
セ
ッ
シ
ョ
ン
　

「
地
域
経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」

「
地
域
経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」

特　集
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一�

　
は
じ
め
に

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
や
動
画
投
稿
サ

イ
ト
（
以
下
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
」
と
い
う
）

は
、
若
い
世
代
を
中
心
に
幅
広
く
浸

透
し
て
お
り
（
図
表
１
参
照
）、
種

類
も
急
増
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
動

画
投
稿
サ
イ
ト
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

や
、
画
像
投
稿
を
メ
イ
ン
と
す
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
あ
る
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ

な
ど
で
は
、一
般
の
ユ
ー
ザ
ー
で
も
、

多
く
の
視
聴
者
や
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
集

め
、
い
わ
ゆ
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
や

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー
と
い
っ
た
、〝
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
〟
と
し
て
収
益
を

上
げ
る
例
も
珍
し
く
な
い
。企
業
も
、

公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
作
成
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
。
金
融
機
関
で
も
、
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
を
開
設
し
て
い
る
例
も
見
ら
れ

る
。
ま
た
、
企
業
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
に
宣
伝
を
依
頼
す
る
〝
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
〟

も
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
は
現
代
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
と
な

り
つ
つ
あ
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
炎
上
リ
ス

ク
等
も
あ
る
た
め
、
法
的
留
意
点
を

正
し
く
お
さ
え
る
必
要
が
あ
る
。
炎

上
と
は
、「
ウ
ェ
ブ
上
の
特
定
の
対

象
に
対
し
て
批
判
が
殺
到
し
、
収
ま

り
が
つ
か
な
さ
そ
う
な
状
態
」、「
特

定
の
話
題
に
関
す
る
議
論
の
盛
り
上

が
り
方
が
尋
常
で
は
な
く
、
多
く
の

ブ
ロ
グ
や
掲
示
板
な
ど
で
バ
ッ
シ
ン

グ
が
行
わ
れ
る
」
状
態
で
あ
る
（
総

務
省
「
令
和
元
年
版　

情
報
通
信
白

書
」
第
１
章
第
４
節
８
頁
）。
炎
上

を
一
度
で
も
起
こ
し
て
し
ま
う
と
、

い
わ
ゆ
る
〝
デ
ジ
タ
ル
・
タ
ト
ゥ
ー
〟

と
し
て
ネ
ッ
ト
上
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

情
報
が
残
り
続
け
、
信
頼
回
復
が
難

し
く
な
る
お
そ
れ
も
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
特
に
若
手
職
員
の
方

に
も
参
考
と
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
利
活
用
を
図
る
う
え
で

の
法
的
留
意
点
を
、
近
時
の
裁
判
例

や
法
改
正
等
に
も
触
れ
つ
つ
、
実
際

に
直
面
し
得
る
場
面
設
定
ご
と
に
、

可
能
な
限
り
平
易
か
つ
具
体
的
に
解

説
す
る
。
仮
に
自
ら
が
当
事
者
と
な

ら
な
く
と
も
、
例
え
ば
法
人
顧
客
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
小
話
の
中
で
少
し

で
も
役
立
つ
知
識
を
解
説
し
た
い
。

　

今
回
の
（
上
）
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
拡
散
行
為
を
す
る
場
面
、
従
業
員

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
利
用
に
つ
き
指
導
す

る
場
面
に
お
け
る
法
的
留
意
点
、
そ

し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
画
像
を
投
稿
す

る
場
面
で
関
係
す
る
著
作
権
法
の
令

和
２
年
改
正
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　

次
号
掲
載
の
（
下
）
で
は
、
よ
り

多
く
の
場
面
設
定
の
も
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
収
益
化
を
図
る
場
面
や
、
日
常

生
活
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
用
す
る
際
に

あ
り
が
ち
な
複
数
の
場
面
で
の
法
的

留
意
点
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
企

業
な
ど
が
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
運
用

す
る
場
面
、
ア
カ
ウ
ン
ト
運
用
を
外

部
に
委
託
す
る
場
面
の
留
意
点
に
つ

い
て
解
説
し
て
い
く
。

二�

　
他
人
の
投
稿
を

　
拡
散
す
る
場
面

　

投
稿
を
拡
散
す
る
機
能
は
、
あ
ら

ゆ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
実
装
さ
れ
て
お

り
、有
用
な
機
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
の
リ
ツ
イ
ー
ト
機

今月の解説

さくら共同法律事務所 弁護士
廣田 景祐

ＳＮＳ、
動画投稿サイト等の
利活用における
法的留意点（上）


